
ア
リ
（
前
年
ハ
帳
簿
焼
失
二
付
見
合
セ
タ
リ
）
賞
業
學
校
教
員
養
成
規
程
ニ

依
リ
毎
月
學
費
ト
シ
テ
一
ヶ
月
金
五
円
ヲ
補
給
ッ
タ
ル
モ
ノ
一
人
ニ
ッ
テ
其

数
前
年
度
二
同
シ

圏
画
師
範
科
生
徒
ニ
ハ
學
資
ト
シ
テ
毎
月
金
六
円
ッ
、
ヲ
支
給
ス
本
年
度

支
給
人
員
ハ
五
十
七
人
ニ
シ
テ
前
年
度
二
比
ス
レ
バ
三
人
ヲ
減
七
リ

大
正
二
年
三
月
末
卒
業
ス
ベ
キ
各
本
科
撰
科
生
徒
ニ
シ
テ
宜
地
修
學
ノ
タ
メ

大
正
元
年
九
月
二
十
日
ョ
リ
三
週
間
ヲ
以
テ
助
教
授
二
人
嘱
託
一
人
雇
一
人

ヲ
シ
テ
之
ヲ
引
率
セ
シ
メ
京
都
奈
良
滋
賀
和
歌
山
ノ
一
府
三
縣
へ
出
張
シ
テ

美
術
上
ノ
研
究
ヲ
ナ
サ
シ
メ
タ
ル
コ
ト
前
年
度

二
同
ジ

大
正
二
年
三
月
末
卒
業
ス
ベ
キ
圏
画
師
範
科
生
徒
ヲ
ッ
テ
賀
地
授
業
法
調
査

研
究
ノ
タ
メ
大
正
元
年
十
月
廿
六
日
ョ
リ
九
日
間
ヲ
以
テ
教
授
一
人
ヲ
シ
テ

引
率
セ
シ
メ
京
都
大
阪
ノ
ニ
府
奈
良
三
重
ノ
ニ
縣
へ
出
張
セ
シ
メ
タ
リ

本
校
ハ
皆
通
學
ナ
ル
ヲ
以
テ
寄
宿
舎
二
関
ッ
テ
ハ
申
報
ス
ベ
キ
コ
ト
ナ
シ

将
来
施
設
上
重
要
卜
認
ム
ル
件

留

學

生

増

派

ノ

件

圧

累

麗

翡

竺

生

徒

買

地

研

究

費

増

額

ノ

旦

聾

尉

翌

昇

嗜

]

言
十
四
年
度
報
告
と
ほ
ぼ
同
文
に
つ
き
省
略
。
末
尾
の
一

建
築
科
特
置
ノ
件
予
算
請
求
年
度
「
四
十
六
年
度
」
が
「
大
正
三
年
度
」

と
書
き
替
え
ら
れ
た
だ
け
で
あ
る
。

羹

及

製

版

科

新

設

ノ

旦

闘

醒

讀

認

011]

陳
列
館
新
設
ノ
旦
這
叶
声
剛
芦
[
声
狂
紅
虹
竺

戊
雑
件生
徒
宜
験
ノ
資
二
供
ス
ル
タ
メ
諸
所
ノ
依
嘱
ヲ
受
ケ
製
作
二
従
事
シ
タ
ル
モ

ノ
、
中
重
ナ
ル
モ
ノ
ヲ
畢
グ
レ
バ
左
ノ
如
シ

丁 丙 乙 甲

一受
託
年
度
戸
疇
玉
軍
事

額

壼

面
/

:

]
い

工

藤

府

縣

聯

合

共

進

會

賞

牌

百

咸

拾

個

同

竣

工

農

嬬
畷
芍
竺
東
京
美
術
學
校
年
報

乙
款
戸
髭
認
輝
靡
鍔
。へ]

其
他
経
済
上
特
二
申
報
ス
ヘ
キ
事
項

一
本
校
火
災
後
二
於
ケ
ル
復
旧
費
ハ
既
定
ノ
本
校
校
舎
改
築
費
二
追
加
セ
ラ

レ
明
治
四
十
四
年
度
及
四
十
五
年
度
二
於
テ
全
部
復
旧
ス
ヘ
キ
筈
ノ
慮
四

十
五
年
度
二
於
テ
豫
算
繰
延
ト
ナ
リ
僅
カ
ニ
金
煎
千
円
ノ
令
達
ア
リ
シ
ノ

ミ
従
テ
本
年
度
二
於
テ
ハ
全
部
復
旧
ス
ル
コ
ト
能
ハ
サ
ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ス

経
理
上
非
常
二
差
支
ヲ
生
セ
シ
モ
幸
二
前
年
度
ョ
リ
ノ
繰
越
金
壷
千
三
百

五
拾
餘
円
ア
リ
シ
ヲ
以
テ
應
急
ノ
慮
置
ヲ
採
ル
コ
ト
ヲ
得
タ
リ

『
東
京
美
術
学
校
校
友
会
月
報
』
記
事
抜
粋

巻

号

年

月

日

東
京
美
術
學
校
近
事
〔
―
〇
|
五

。

M
•
四
五
・
ニ
・

一
〕

〇
赦
授
諸
氏
の
陸
等
教
授
海
野
美
盛
氏
は
高
等
官
四
等
に
、
数
授
沼
田
勇
次

郎
、
小
堀
鞘
音
、
福
井
信
之
進
の
三
氏
は
、
各
高
等
官
六
等
に
、
執
れ
も
昨
年

十
二
月
二
十
六
日
陸
叙
せ
ら
れ
た
り
。

〇
動
等
の
陸
叙
と
初
叙
教
授
川
端
玉
章
氏
は
動
四
等
に
陸
叙
せ
ら
れ
、．
数
授

頌

徳

表

掛

品

名

敷

賊

依
嘱
製
作
品
一
覧

竣

依

商

務

省

田

組

嘱

者
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科科

漆

工

科

右
の
内
彫
刻
科
の
廿
二
人
は
塑
造
部
へ
十
二
人
、
木
彫
部
へ
五
人
、
牙
彫
部
へ

五
人
を
配
営
せ
ら
る
べ
し
。
猶
詳
細
を
知
ら
ん
と
す
る
も
の
は
官
報
廣
告
を
参

看
せ
ら
る
べ
し
。

金

工

八
人
八
人

鐵

造

八
人

彫

刻

廿
二
人

圏

案

科科

十
人

二

十

人

西

洋

驚

科

廿

五

人

白
濱
徴
、
島
田
佳
突
の
雨
氏
は
、
動
六
等
に
叙
せ
ら
れ
、
何
れ
も
十
二
月
二
十

六
日
付
に
て
登
表
せ
ら
れ
た
り
。

〇
解
雇
本
校
雇
文
庫
掛
山
野
繁
輝
氏
は
、
十
二
月
二
日
願
に
依
り
雇
を
解
か

れ
た
り
。

〇
授
業
始
の
式
と
年
賀
交
換
會
一
月
八
日
例
に
よ
り
て
、
授
業
始
の
俊
式
を

行
は
れ
た
り
。
此
日
講
堂
の
中
央
壇
上
に
は
、
御
員
影
を
掲
げ
ら
れ
、
壇
下
右

方
の
机
上
に
は
花
を
飾
り
た
り
、
定
刻
と
な
る
や
正
木
校
長
を
始
め
、
職
員
生

徒
一
同
参
集
し
校
長
の
式
辟
、
一
同
の
奉
拝
あ
り
た
る
後
、
正
木
校
長
は
恭
し

＜
勅
語
を
捧
讀
し
、
萬
歳
を
三
唱
し
て
式
を
終
り
、
夫
れ
よ
り
順
次
退
散
し

て
、
職
員
諸
氏
は
別
室
に
集
り
、
年
賀
の
交
換
を
為
し
た
り
。
例
年
此
會
に
持

出
だ
さ
る
4
諸
氏
記
名
の
大
杯
は
惜
い
か
な
昨
年
の
火
災
に
て
燒
失
し
た
る
を

以
て
、
今
年
は
代
り
に
て
間
に
合
せ
ら
れ
た
る
が
目
下
そ
の
大
杯
の
製
作
中
に

し
て
、
明
年
よ
り
は
復
菩
せ
ら
る
べ
し
と
い
ふ
。

0
本
校
豫
備
科
生
徒
の
募
集
本
校
に
て
は
例
年
の
如
く
豫
備
科
生
徒
約
百
人

を
募
集
す
る
こ
と
4
な
り
、

一
月
二
十
五
日
の
官
報
に
て
廣
告
せ
り
。
志
願
者

は
三
月

一
日
よ
り
同
月
十
四
日
迄
に
願
書
を
差
出
す
べ
き
こ
と
4
定
め
ら
れ
、

各
科
へ
配
営
す
べ
き
員
敷
は
概
ね
左
の
如
く
な
り
。

日

本

聾

科

0
本
校
の
日
本
蓋
園
骰
成
る
本
校
日
本
聾
科
に
於
け
る
卒
業
生
は
年
々
相
踵

ぎ
て
出
で
、
創
立
以
来
既
に
敷
百
名
の
多
き
に
上
れ
る
も
、
従
来
稀
に
ニ
―
―
一
の

小
園
結
を
見
る
の
外
、
未
だ
圏
結
の
組
織
を
見
ざ
り
し
は
遺
憾
と
す
る
慮
な
り

し
が
、
去
る
頃
在
京
せ
る
同
科
出
身
者
敷
十
名
集
合
し
て
、

一
園
橙
を
組
織
す

る
希
望
を
可
決
し
、
夫
々
協
議
の
結
果
、
昨
年
十
二
月
十
七
日
、
本
校
の
講
堂

に
於
て
卒
業
生
及
び
在
校
生
徒
の
組
會
を
開
き
、
妓
に
愈
一
圏
腔
を
成
立
せ
し

む
べ
き
事
に
決
し
た
る
上
「
来
四
月
上
旬
東
京
美
術
學
校
に
於
て
展
覧
會
を
開

催
す
る
事
」
會
名
を
「
東
台
甕
會
」
と
命
名
す
る
事
を
も
議
定
し
、
以
後
毎
年

一
回
必
ら
ず
展
覧
會
を
開
設
す
る
筈
に
て
、
委
員
に
結
城
素
明
、
山
脇
皓
雲
、

勝
田
蕉
琴
、
平
田
松
堂
、
松
岡
輝
夫
等
の
諸
氏
を
畢
げ
、
今
後
大
い
に
活
動
す

る
由
な
り
。
尚
會
長
に
は
校
長
正
木
直
彦
氏
を
推
す
べ
く
、
元
本
校
長
と
し
て

縁
故
あ
る
濱
尾
新
、
岡
倉
覺
一
―
-
、
久
保
田
鼎
の
諸
氏
、
元
教
授
荒
木
寛
畝
、
現

今
の
教
授
川
端
玉
章
、
寺
崎
廣
業
、
小
堀
鞘
昔
、
福
井
江
亭
の
諸
氏
を
ば
推
し

て
特
別
會
員
と
な
し
た
る
よ
し
な
り
。

0
数
授
の
陸
叙
教
授
大
村
西
崖
氏
は
、
去
る
一
月
―
―
-
+

―
日
付
を
以
て
、
従

六
位
に
陸
叙
せ
ら
る
。

〔
マ
マ
〕

0
第
二
十
一
回
卒
業
證
書
授
典
式
本
校
に
於
け
る
同
授
興
式
は
。
本
年
以
後

は
三
月
二
十
九
日
午
後
一
時
三
十
分
よ
り
畢
行
せ
ら
る
べ
し
と
い
ふ
。
而
し
て

卒
業
製
作
は
例
の
通
陳
列
せ
ら
れ
、
同
日
午
後
は
招
待
者
に
観
覧
せ
し
め
、
翌

三
十
日
に
は
卒
業
生
の
父
兄
親
戚
等
の
観
覧
を
許
さ
る
べ
し
と
い
ふ
。

0
本
校
一
覧
の
配
付
明
治
四
十
四
年
よ
り
同
四
十
五
年
に
至
る
本
校
の
一
覧

東
京
美
術
學
校
近
事
〔
―
〇
|
六
゜

M
•

四
五
・

三
・

ニ
―
〕
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は
、
二
月
初
旬
印
刷
成
り
た
る
を
以
て
、
同
月
中
旬
迄
に
卒
業
生
諸
氏
へ
そ
れ

ぐ
配
付
せ
ら
れ
た
り
。
因
に
い
ふ
今
回
の
巻
首
の
挿
霊
六
葉
は
、
其
中
藷
版

の
二
三
を
愛
更
し
て
、
本
校
化
學
室
に
於
て
製
版
印
刷
し
、
末
尾
の
敷
地
圏
は

今
回
新
た
に
調
製
し
て
、
是
れ
亦
本
校
化
學
室
の
製
版
印
刷
に
成
り
た
る
も
の

な
り
と
い
ふ
。

0
作
品
集
第
八
の
刷
成
配
布
去
る
明
治
四
十
三
年
分
の
作
品
集
は
、
事
故
の

た
め
印
刷
遅
延
し
つ

4
あ
り
し
が
、
此
度
刷
成
し
、
四
十
三
年
八
月
現
在
の
本

會
特
別
會
員
諸
氏
へ
配
付
せ
ら
れ
た
り
。

0
本
校
に
於
け
る
二
展
覧
會
前
琥
に
も
報
じ
た
る
東
台
霊
會
（
本
校
日
本
霊

科
生
徒
及
出
身
者
園
整
）
の
第
一
回
展
覧
會
は
、
三
月
廿
九
日
よ
り
四
月
四
日

迄
、
本
校
エ
藝
科
数
室
に
於
て
開
會
す
る
こ
と
に
決
定
し
、
事
務
所
を
日
本
甕

科
赦
官
室
に
設
け
て
、
準
備
に
忙
は
し
く
、
又
故
春
草
甕
伯
追
悼
展
覧
會
は
、

四
月
二
日
よ
り
同
月
八
日
ま
で
日
本
聾
科
数
室
に
於
て
開
か
る
べ
く
、
是
亦
事

務
所
を
文
庫
内
に
設
け
て
、
出
品
受
付
開
會
準
備
等
に
忙
は
し
。

東
京
美
術
學
校
近
事
〔
一

0
1八。

M
•
四
五
•

五
・

ニ
九
〕

0
教
授
諸
氏
の
叙
位

数

授

海

野
美
盛
氏
は
正
六
位
に
、
数
授
福
井
信
之
進
、

〔
次
〕

沼
田
勇
治
郎
、
小
堀
靭
音
の
三
氏
は
正
七
位
に
、
執
れ
も
一
二
月
一
日
付
を
以
て

陸
叙
せ
ら
れ
た
り
。

0
上
原
氏
の
解
隅
と
後
任
手
工
授
業
隅
託
の
上
原
六
四
郎
氏
は
、
三
月
三
十

一
日
付
を
以
て
依
願
啜
託
を
解
か
れ
、
其
後
任
と
し
て
、
東
京
府
豊
島
師
範
學

校
教
諭
原
田
義
作
氏
へ

、
同
日
手
工
授
業
を
感
託
せ
ら
れ
た
り
。

0
岡
田
〔
秋
嶺
〕
助
数
授
の
昇
任
同
氏
は
三
月
三
十

一
日
付
を
以
て
、
東
京

正
木
學
校
長
は
四
月
十
日
よ
り
十
八
日

女
子
高
等
師
範
學
校
教
授
兼
本
校
教
授
に
昇
任
せ
ら
れ
、
高
等
官
七
等
に
叙
せ

ら
れ
た
り
。

0
川
端
〔
玉
章
〕
教
授
の
辟
職
去
る
明
治
二
十
一
年
十
一
月
本
校
に
入
り
、

開
校
以
来
日
本
聾
科
に
数
鞭
を
執
ら
れ
、
本
校
の
た
め
に
盛
さ
れ
し
功
榜
鮮
か

ら
ざ
る
川
端
教
授
は
、
敷
年
来
の
宿
病
癒
え
ざ
る
の
故
を
以
て
、
遂
に
辟
表
を

呈
出
せ
ら
れ
し
が
、
四
月
二
日
、
特
に
五
級
俸
を
賜
り
、
別
に
千
園
の
賞
典
金

を
下
賜
せ
ら
れ
、
願
に
依
り
て
本
官
を
免
ぜ
ら
れ
、
又
四
月
二
十

日

に

至

り

て
、
特
旨
を
以
て
位
一
級
を
進
め
ら
れ
、
従
四
位
に
叙
せ
ら
れ
た
り
。

0
正
木
〔
直
彦
〕
學
校
長
の
出
張

迄
、
京
都
へ
出
張
せ
ら
れ
た
り
。

〇
掛
員
の
勤
務
替

た
り
。
0
第
廿

一
回
卒
業
式
本
校
第
二
十
一
回
卒
業
證
書
授
典
式
は
、
去
る
三
月
廿

九
日
午
後
一
時
三
十
分
（
昨
年
迄
は
午
前
な
り
し
も
本
年
よ
り
は
午
後
に
改

む
）
式
場
と
定
め
た
る
講
堂
に
於
て
畢
行
せ
ら
れ
た
り
。
式
場
は
一
段
高
き
所

に
卓
子
を
据
え
後
ろ
に
金
屏
風
を
た
て
、
雨
側
の
大
花
瓶
に
は
爛
慢
た
る
櫻
花

を
中
心
に
各
種
の
花
を
挿
み
た
り
。
一
同
着
席
す
る
や
、
正
木
〔
直
彦
〕
學
校

長
は
一
場
の
式
僻
を
述
べ
ら
れ
、
次
に
各
本
科
生
六
十
人
、
撰
科
生
十
人
、
圏

甕
師
範
科
生
二
十

一
人
合
計
九
十
一
人
に
卒
業
證
書
を
授
興
せ
ら
れ
、
尋
て
卒

業
生
に
到
し
て
告
辟
を
陳
べ
ら
れ
、
次
に
長
谷
場
〔
純
孝
〕
文
部
大
臣
の
訓

辟
、
卒
業
生
総
代
西
洋
甕
科
御
厨
純
一
氏
の
答
辟
あ
り
て
式
を
終
り
、
卒
業
生

一
同
は
職
員
諸
氏
と
共
に
紀
念
の
撮
影
を
な
し
、
来
賓
は
日
本
甕
科
教
室
に
陳

列
し
た
る
各
科
卒
業
製
作
を
観
覧
し
各
茶
菓
の
饗
應
を
受
け
た
り
。
猶
翌
三
十

日
は
職
員
卒
業
生
開
係
者
の
観
覧
を
許
し
た
り
。
そ
の
卒
業
生
姓
名
、
大
臣
の

會
計
掛
安
井
匡
雄
氏
は
、
三
月
八
日
文
庫
掛
を
命
ぜ
ら
れ
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同

同

宮
城
縣
平
民

同

長
野
縣
平
民

佐
賀
縣
平
民

新
褐
縣
平
民

西
洋
霊
科

(
0
印
ハ
圏
壷
敦
員
志
紹
者
）

科

〇

御

厨

純

一

佐

賀

縣

平

民

誹

津

港

人

0
北
島
浅
一

佐
藤
哲
三
郎

同

石
川
縣
平
民

同

同

矢
野
藤
谷
須
田

香
川
縣
平
民

本

同

吉
田

石
川
縣
平
民

同

香
川
縣
平
民

同

三
重
縣
平
民

日
本
盟
科

(
0
印
は
圏
霊
敦
員
志
望
者
）

科

〇

篠

原

圏

次

長

野

縣

平

民

〇
揺
島
外
喜
雄

0
大

山

逸

八

0
岡

村

榮

0
長

井

智

覺

0
白

玄

0
小
森

二

郎

0
井

上

利

正

0
川
幡
伍

一
郎

0
山
本
信
太
郎

0
清

水

潔

〇
濱
谷
榮
次
郎

0
戸

田

正

夫

中

村

恒

吉

菊
澤
六
兵
術

奥
山
常
太
郎

本

科

同

埼
玉
縣
平
民

彫

刻

科北
村

西

羞

新
田
藤
太
郎
三
郎
誠
一
嘉

一

速
人

長
崎
縣
平
民

撰

科

同

金
澤

岡
山
縣
平
民

静
岡
縣
平
民

東
京
府
士
族

同

撰

科

野
元

同

富
山
縣
平
民

鹿
兒
島
縣
士
族

同

0
倉
智
平

井

為

成

0
山
下
鐵
之
輔
忠
戴
義
雄
重
治

栗
原

同

新
潟
縣
士
族

同

島
根
縣
平
民

東
京
府
平
民

亮
三

揺
岡
縣
平
民

静
岡
縣
平
民

同

兵
庫
縣
平
民

同

香
川
縣
平
民

同

同

同

同

萬

同

石
川
縣
士
族

同

0
井
上

佐
賀
縣
平
民

徳
島
縣
平
民

消一

鐵
五
郎

同

同

堤

同

同

〇
浅
井

同

香
川
縣
平
民

同

同 同

石
川
縣
平
民

新
潟
縣
平
民

同 同

本

同

春
男
知
雄
徳
郎

大
江
九
二
太
郎
松
彦
龍
雄

0
杉
江

〇
齋
藤
片
多

同

國久

卒
業
生
姓
名

同

訓
辟
、
生
徒
継
代
の
答
辟
等
は
左
の
如
し
。

同

ぃ

Q
工
藤
一
一
一
郎

0
清
原

・
重
一

徳
島
縣
平
民

新
潟
縣
平
民

廣
島
縣
士
族

東
京
府
士
族

大
分
縣
平
民

東
京
府
平
民

東
京
府
平
民

山
梨
縣
平
民

廣
島
縣
平
民

岩
手
縣
平
民

揺
岡
縣
平
民

北
海
道
平
民
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同

銹

造

本

科

山杉科
本田

菊精

市
川

同 撰
科

赦
親恕

賑
吉
六
三

根

尾

謙

兒

漆

間

宏

能
守
安
太
郎静

水
沼

△
應
月
荒
川
大
河
内
定
雄
邦
彦

菩
吉潔 章

同

北
海
道
平
民

同 同

野
口

同

田
中

同 本

科

寺神科
島矢

高
知
縣
平
民

金

工

北
海
道
平
民

同

0
和
田

石
川
縣
平
民

香
川
縣
平
民

同 同 本 同

富

永

光

同

同

金
田

勇

本

撰

科

石

川

久

吉

科漆

工

同

肥
田
加
藤
敷
見
山
川

豊
松
石
川
縣
平
民

同

勝

野

久

宜

同

定

千
葉
縣
平
民

東
京
府
士
族

愛
知
縣
平
民

東
京
府
平
民

山
形
縣
士
族

岡
案
科

(
0
印
ハ
圏
齋
放
員
志
望
者
）

科

信

田

了

平

富

山

縣

平

民

0
山

崎

陽

一

今

和

次

郎
順
顕

山
梨
縣
平
民

東
京
府
士
族

高
知
縣
平
民

富
山
縣
平
民

埼
玉
縣
平
民

東
京
府
士
族

廣
島
縣
士
族

東
京
府
平
民

愛
媛
縣
平
民

長
野
縣
平
民

長
野
縣
平
民

宮
城
縣
平
民

岡
山
縣
平
民

東
京
府
士
族

東
京
府
士
族

科香
川
源
四
郎
香
川
縣
士
族

古

川

茂

一

石

川

縣

士

族

圏
聾
師
範
科
（
鯰靡
渇
闘
叶
認
）

△
幕

谷

四

郎

三
重
縣
平
民

△

西

岡

瑞

穂

△

末

廣

長

△

員

鍋

蕃

志
賀
九
十
郎

小
野
久
寿
馬

花

田

義

平

松
崎
銃
七
郎

△
曾
根
末
次
郎

△
高
瀬
猪

一
郎

小
塚
義

一
郎

福
島

高
知
縣
平
民

大
分
縣
平
民

山
梨
縣
平
民

福
島
縣
平
民

東
京
府
士
族

大
阪
府
平
民

静
岡
縣
平
民

島
根
縣
士
族

宮
崎
縣
平
民

静
岡
縣
士
族

茨
城
縣
士
族

静
岡
縣
士
族

同

同

孝

同

同

武
馬
香
川
縣
士
族

同

小
林
俊
之
助

山

成

次

夫

桑

野

寛
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セ
ヨ

文
郡
大
臣
訓
僻

東
京
美
術
學
校
ガ
、
卒
業
證
書
授
典
ノ
式
ヲ
畢
ク
ル
ニ
方
リ
、

生
諸
子
ノ
為
二
祝
ス
ル
ハ
本
大
臣
ノ
喜
フ
所
ナ
リ
。

顧
フ
ニ
美
術
ハ
終
身
ノ
事
業
ナ
リ
。
畢
生
ノ
研
修
尚
其
ノ
堂
奥
二
猿
ル
コ
ト
能
ハ
サ

ラ
ン
コ
ト
ヲ
恐
ル
。
而
モ
諸
子
ハ
本
校
二
於
テ
、
既
二
其
ノ
根
抵
ヲ
雑
ヘ
ル
モ
ノ
、

今
ョ
リ
以
往
盆
々
励
メ
テ
解
ル
コ
ト
無
ク
ン
ハ

、
寸
進
盪
歩
久
ウ
シ
テ
克
ク
、
古
名

家
ノ
昼
ヲ
摩
ス
ル
ニ
至
ル
モ

、
登
必
ス
企
及
ス
ヘ
カ
ラ
ス
ト
セ
ン
ヤ
。

若
シ
夫
レ
美
術
力
風
数
ノ
上
二
造
ホ
ス
影
響
ノ
至
大
ニ
シ
テ
、
美
術
家
ヵ
國
家
祉
會

ニ
到
ス
ル
責
任
ノ
至
重
ナ
ル
モ
ノ
ア
ル
ハ

、
特
二
言
説
ヲ
要
七
サ
ル
所
、
諸
子
ハ
宜

シ
ク
自
ラ
粥
ヒ
自
ラ
脊
メ
テ
、
技
能
品
性
併
セ
荘
ヒ
、
技
勝
レ
紳
高
ク
、
大
二
世
道

人
心
ヲ
作
興
ス
ル
ニ
足
ル
ヘ
キ
作
品
ヲ
出
シ

、
以
テ
美
術
家
ノ
本
分
ヲ
盛
サ
ン
コ
ト

ヲ
期
ス
ヘ
シ
。

数
育
ノ
任
二
営
ル
モ
ノ
ハ

、
忠
宜
職
務
ヲ
奉
ツ
、
憫
誠
生
徒
ヲ
導
キ
、
習
二
技
藝
ノ

師
タ
ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ス
、
人
格
徳
操
二
於
テ
モ
、
亦
克
ク
衆
生
二
範
タ
ラ
ン
コ
ト
ヲ
期

明
治
四
十
五
年
三
月
二
十
九
日

卒
業
生
答
辟

今
日
明
治
四
十
五
年
三
月
、
春
風
胎
函
ト
シ
テ
櫻
花
賂
二
東
嚢
ノ
天
地
ヲ
彩
ラ
ン
ト

ス
ル
ノ
時
、
本
校
第
二
十
一
回
卒
業
ノ
盛
式
ヲ
畢
行
セ
ラ
ル
、
妓
二
文
郡
大
臣
閣
下

ヲ
始
メ
、
朝
野
諸
公
ノ
貴
臨
ヲ
添
ゥ
シ
テ
、
特
二
懇
篤
ナ
ル
諭
僻
ヲ
賜
ハ
ル
ノ
光
榮

櫂
藤
海

老

原

茂

霜
田

利
平

園

藤

義

雄

佐
藤
謙
太
郎

種
男

大
分
縣
士
族

群
馬
縣
士
族

埼
玉
縣
平
民

廣
島
縣
平
民

秋
田
縣
士
族

一
言
ヲ
述
ヘ
テ
卒
業

同

卒
業
生
科
別
人
員
比
較

科

別

四

十
四
年

日
本
聾
本
科

同

撰

科

西
洋
聾
本
科
撰
科
本

科
撰
科

彫
刻

六三

1
0
 

同

一
九

四

四
十
五
年

御

厨

純

ヲ
得
タ
リ
。
生
等
ノ
喜
悦
何
モ
ノ
カ
之
二
如
カ
ン
。

生
等
本
校
二
學
プ
コ
ト
既
二
五
星
霜
、
今
ヤ
其
ノ
業
ヲ
卒
ヘ
テ
聯
ヵ
藝
術
ノ
輪
廓
ヲ

知
リ
、
自
己
ノ
蹄
趣
ヲ
党
リ
、
過
去
将
来
ノ
趨
勢
ヲ
疫
フ
事
ヲ
得
タ
ル
ハ

、
之
レ
偏

二
、
校
長
及
諸
先
生
ノ
熱
心
懇
切
ナ
ル
、
指
導
卜
薫
陶
ト
ニ
因
ラ
ズ
ン
バ
ア
ル
可
カ

ラ
ズ
。

夫
レ
美
術
ノ
蘊
奥
ハ

、
天
才
ガ
畢
生
ノ
努
カ
モ
亦
極
ム
ル
ニ
難
シ
ト
カ
、
生
等
短
才

ニ
シ
テ
能
ク
其
奥
妙
ヲ
極
メ
、
有
終
ノ
美
ヲ
牧
ム
ル
能
ハ
ザ
ル
ヲ
恐
ル
ト
雖
モ
、
浚

〔

レ

〕

巡
ハ
之
シ
婦
女
子
ノ
ワ
ザ
也
、
小
成
二
安
ン
ゼ
ス
、
腐
難
二
撓
マ
ズ
、

一
意
専
心
、

盆
々
研
鑽
二
勉
メ
、
修
旋
二
動
ミ
、
以
テ
斯
界
二
貢
獣
シ
高
恩
二
酬
ヒ
、
延
イ
テ
ハ

國
家
盛
運
ノ
一
助
タ
ラ
ム
コ
ト
ヲ
期
七
ン
哉
。

若
シ
夫
レ
専
念
教
育
二
従
事
ス
ル
モ
ノ
ハ

、
本
校
赦
投
ノ
趣
旨
二
則
リ
、
忠
宜
熱
心

其
職
二
盛
シ
、
且
又
社
會
二
於
ケ
ル
美
術
思
想
ノ
普
及
二
努
メ
、
啜
家
ノ
生
等
二
豫

期
ス
ル
所
二
惇
ラ
ザ
ラ
ン
コ
ト
ヲ
期
ス
。

柳
ヵ
蕪
辞
ヲ
述
ペ
テ
答
辟
ト
ナ
ス
。

明
治
四
十
五
年
三
月
二
十
九
日
東
京
美
術
學
校
卒
業
生
穂
代
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富
田

稀
彦

岐

阜

士

寺

崎

西
洋
聾
科
志
望

田
上

恒
射
山
形
士

政
一
東
京
士

威
信
東
京
平

尚
之
富
山
平

矢
部

茂
雄
蟹
岡
士

一
郎
山
口
平

正
己
東
京
平

友
衛
新
潟
士

満
治
東
京
士

井
桁

晋
東
京
士

岩
田
南

高
梨
静
治
新
潟
平

田
代
辮
次
郎
栃
木
平

渡
邊
狩
野

開
澄

勝
山

佐
々
木
義
政
香
川
平

毅
大
分
平

吉
田

閥
戸
三
郎
右
衛
門
石
川
平

青
木
寛
四
郎
長
野
平

辻田
代

福
田

梅
田
飯
野

河
ロ

浩
吉
石
川
平

小
松
土
肥

宜
香
川
士

清
乗
香
川
平

久
也
東
京
士

石
田

基
一
東
京
士

蘇
来
群
馬
平

杉
本
盛
二
郎
石
川
士

吉
年
素
彦
大
阪
平

富
田
小
澤

0
新
入
學
生
本
年
に
於
け
る
生
徒
募
集
の
各
科
中
に
あ
り
て
、
募
集
人
員
に

超
過
し
た
る
は
、
日
本
甕
科
、
西
洋
覺
科
、
岡
案
科
、
師
聾
師
範
科
に
し
て
、

そ
の
撰
抜
試
瞼
は
、
四
月
一
日
よ
り
施
行
せ
ら
れ
た
る
結
果
に
依
り
、
此
他
の

科
は
各
無
試
瞼
に
て
入
學
を
許
さ
れ
、
四
月
六
日
の
官
報
に
て
登
表
せ
ら
れ
た

り
。
そ
の
人
名
及
比
較
表
等
左
の
如
し
、

豫

備

科

日
本
聾
科
志
望

一

郎

佐

賀

平

森

哲

治

墾

兄

士

秋

本

三
六
群
馬
平

田
代

島
内

武
敏
高
知
平

淳
東
京
士

玉
吉
埼
玉
平

大
村
松
之
助
栃
木
平

福
一
新
潟
平

勇

山

口

士

林

彫
刻
科
塑
造
部
志
茎

誠

一

東

京

士

大

塚

強

彦

栃

木

平

貝

塚

片

岡

角

太

郎

宮

崎

平

木

村

升
谷
和
一
郎
石
川
平

都

賀

田

勇

馬

石

川

士

彫
刻
科
木
彫
部
志
望

九
一
紳
奈
川
平
松
平
榮
之
助
東
京
平

奥
原
謙
太
郎
東
京
士

飯
田
北
原
鹿
次
郎
福
岡
平

岡
案
科
志
望

瑛
石
川
平

正
幸
富
山
平

哲
郎
輻
岡
平

善
造
大
阪
平

金
工
科
志
望

藤
七
東
京
平

安

江

孝

治

石

川
士

小
西
繁
太
郎
香
川
平

野
澤
道
平
愛
知
平

中
村

秀
浄
埼
玉
平

飯
田

青
柳

七
郎
三
重
平

泰
雄
石
川
士

香
山

唐
杉

辰
夫
大
分
平

有
賀
紀
元
次
長
野
平

伊
藤
直
臣
熊
本
士

藤
祗
長
野
平

専
造
立
山
平

辰
神
奈
川
平

合

計

八

九

本
科
本
科
撰
科
本
科
撰
科
本
科

圏
壷
師
範
科

一
六

漆
工
同

゜

岡
本
恩
地
孝
四
郎
東
京
平

＿
―
-
栖
敏
雄
和
歌
山
平

鈴

木

巖

愛

知

平

飯
田

古
藤
安
部
―
二
太
郎
岡
山
平

正
三
茨
城
平

石
原

錨
造

＇ ノ‘

徳
田

鈴
木

同

二
崎
道
夫
福
井
士

金
工

四

＇ /‘ 

圏
案

八

四

井
上
川
合
改
次
郎
静
岡
平

石
黒
義
保
長
野
平

多
助
東
京
平

喜

一
東
京
平

吉
田

箕
東
京
士

吉
田
鹿
次
郎
福
岡
平

健
夫
東
京
士

古
谷
忠
夫
山
口
士

保
田
重
右
衛
門
和
歌
山
平

新
井
喜
惣
治
埼
玉
平

高
橋
萬
之
丞
長
野
平

飯
塚

章
三
埼
玉
平

三
浦
秀
之
助
大
阪
平

清
水
七
太
郎
岩
手
平

佐
野
左
司
馬
福
島
平

高
梨
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志
望
科
別

日
本
董
科

西
洋
蜜
科

彫
刻
科
（
塑
）

同
科
（
木
）

同
科
（
牙
）

圏

案

科

穴
水

廉
宮
城
士

義
行
青
森
平

六 0 0 

0 0 0 

五

゜

同

同

同

同

五

同
月
八
日

岡
部
澁
澤
暁
三
郎
群
馬
平

以
上
の
中
錨
造
科
の
伊
藤
喬
は
、
四
月
九
日
入
學
許
可
。

入
學
志
願
者
許
可
者
比
較
表

昨

年

の

同

上

志

願

者

許

可

者

二
0

二
0
三
六九

西
洋
霊
科

九

同

同

八
四

九
六

二
七

同

同

本
年
の

志
願
者
三
三

同

上

許
可
者
二
三

同

金
工
科

同

同

同

彫
刻
科

同

同

同

同

菅
野

虎
雄
福
島
平

二
郎
神
奈
川
平

田
村
安
ノ
井
道
三
郎
京
都
平

員
先
香
苗
兵
庫
平

岩
壁

同

同

久

多
米
佐
藤
常
五
郎
大
分
士

俊
雄
長
野
士

山
口

山
崎
善
次
郎
佐
賀
士

品
田
七
太
郎
新
潟
平

満
藤
馬
之
助
岡
山
平

佐
々
木
正
明
岐
阜
平

湯
澤
浩
三
茨
城
士

同

同

清

原

重

同

同

太
田

新
吉
宮
城
平

孝
静
岡
平

美
勇
山
梨
平

同

同

村
上

稲
香
川
士

同

同

古
屋

中

安

保

静

岡

平

同

同

嘉
助
宮
山
平

錨
造
科
志
望

令
吉
福
井
士

漆
工
科
志
笙

香
川
編
三
郎
香
川
士

竹
村

猛
三
重
平

圏
霊
師
範
科

浩
蔵
山
梨
平

民
蔵
鳥
取
平

三
月
廿
九
日

御

厨

純

一

神

津

港

人

北

島

浅

一

佐
藤
哲
三
郎

工

藤

三

郎

榮
吉
石
川
平

水
町
和
三
郎
佐
賀
士

村
田

好

〇
研
究
科
入
學
左
の
諸
氏
は
各
頭
書
の
日
を
以
て
、
各
研
究
科
へ
入
學
を
許

さ
る
。

彰
東
京
士

公
平
東
京
平

英
一
東
京
士

憲
吉
奈
艮
平

政
夫
廣
島
平

師漆錯金

計範工造工

科科科科

二
0
三西

洋
畳
科

口
三
図
杉
江
齋
藤

〔
新
〕
和
田
藤
太
郎

藤

谷

嘉

一

寺

島

恕

野

口

六

三

根

尾

謙

兒

片

多

徳

郎

萬

鐵

五

郎

浅

井

松

彦
春
男
知
雄

―

1
0
 

―
―
四

古
河

入
江

伊

藤

喬

富

山

士

四
九

五
七

二
0

五

四

五

五

田
上
森

小
島
井
上

四

四

山
縣

， 
/‘ 

五

八

八
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0
校
内
に
於
る
二
展
覧
會
前
々
琥
に
も
記
し
た
る
如
く
一
＿
一月
末
よ
り
四
月
に

渉
り
て
本
校
内
に
於
て
、
東
台
霊
會
及
故
菱
田
春
草
氏
追
悼
の
二
展
覧
會
は
開

か
れ
た
り
。
東
台
甕
會
は
エ
藝
科
教
室
に
て
三
月
廿
九
日
よ
り
四
月
四
日
迄
開

か
れ
た
る
が
、
出
品
者
は
卒
業
生
及
生
徒
諸
氏
中
の
有
志
者
に
し
て
出
品
百
餘

貼
に
過
ぎ
ず
、
作
品
亦
観
者
の
眼
を
惹
く
も
の
多
か
ら
ず
、
聯
か
物
足
ら
ざ
る

感
あ
り
し
は
遺
憾
の
至
り
な
り
。
明
年
の
第
二
回
よ
り
は
會
員
諸
氏
も
奮
つ
て

出
品
す
べ
し
と
い
へ
ば
、

今
よ
り
利
目
し
て
待
っ
べ
き
な
り
。
故
春
草
氏
展
覧

會
は
日
本
聾
科
数
室
と
講
堂
と
を
以
て
會
場
に
充
て
ら
れ
、
四
月
二
日
よ
り
六

日
迄
開
會
せ
ら
る
。
出
品
三
百
餘
貼
に
し
て
皆
是
氏
が
獨
得
の
筆
に
成
れ
る
も

の
、
其
陳
列
は
東
京
美
術
學
校
時
代
、
日
本
美
術
院
時
代
、
五
浦
時
代
、
留
學

時
代
、
代
々
木
時
代
に
分
ち
、
其
作
品
を
排
列
せ
ら
れ
た
り
。
寄

付

聾

に

は

〔
下
村
〕
観
山
氏
の
「
鵜
の
磯
」
、
〔
横
山
〕
大
観
氏
の
「
五
柳
先
生
」
、

五
月
l

日

太

田

久

男

同

圏
案
科

師
範
科

同

同

奥
山
常
太
郎

今

和

次

郎

同
月
十
九
日

同
月
九
日

同 同

銹
造
科

漆
工
科

彫
刻
科

日
本
霊
撰
科

香
川
源
四
郎

北
村
中
村

西
望
恒
吉

杉
田

同

同

同

同

肥
田

同

彫
刻
科

三
郎
武
馬

松
村
秀
太
郎
精
二

吉
田

同 同

同

栗
原
金
澤

璽
治

同

忠
賦

〔川

合
〕
玉
堂
氏
の
「
藤
」
、
〔
木
村
〕
武
山
氏
の
「
伊
蘇
普
物
語
」
、

業
氏
の
「
夏
秋
景
山
水
」
（
何
れ
も
六
曲
屏
風
）
〔
梶
田
〕
半
古
氏
の
「
花
鳥

双
幅
」
〔
山
内
〕
多
門
氏
の
「
風
景
二
圏
」
等
に
し
て
、
其
遺
作
は
「
春
草
聾

集
」
と
題
し
、
聾
報
祉
よ
り
焚
刊
せ
り
。

〔
寺
崎
〕
廣

〇
職
員
諸
氏
高
村
〔
光
雲
〕
教
授
は
本
年
還
暦
の
壽
に
営
ら
る
4
を
以
て
、

門
人
諸
氏
相
謀
り
、
数
授
の
令
息
光
太
郎
氏
に
胸
像
の
原
型
を
依
頼
し
て
、
先

頃
そ
の
錨
造
を
了
り
し
か
ば
、
去
る
四
月
四
日
を
以
て
、
門
人
諸
氏
新
坂
下
の

伊
香
保
に
集
り
、
壽
像
の
贈
呈
式
を
畢
げ
た
り
と
。
△
教
授
石
川
光
明
氏
は
、

不
幸
に
も
三
月
廿
六
日
の
午
前
三
時
、
邸
宅
全
燒
の
厄
に
遭
遇
せ
ら
れ
、
従
来

蒐
集
せ
ら
れ
し
珍
什
は
い
ふ
に
及
ば
ず
、
製
作
中
の
加
茂
祭
り
行
列
も
、
家
財

器
具
も
何
―
つ
取
出
す
の
退
な
く
、
所
謂
着
の
み
着
の
儘
に
て
避
難
せ
ら
れ
し

は
、
誠
に
御
氣
の
毒
の
至
り
に
し
て
、
目
下
は
上
野
櫻
木
町
三
九
に
瑕
寓
せ
ら

れ
つ

4
あ
る
が
‘

―
ニ
ヶ
月
の
後
再
策
出
来
の
上
は
、
元
の
慮
に
引
移
ら
る
べ

し
と
い
ふ
。
△
寺
崎
〔
広
業
〕
教
授
は
先
頃
小
石
川
謳
闊
口
町
百
八
十
番
地

（
電
話
番
町
二
六
一
九
番
）
に
移
轄
せ
ら
れ
た
る
が
、
今
後
は
都
合
に
よ
り

て
、
月
曜
日
午
後
の
外
は
諸
人
に
面
會
せ
ざ
る
こ
と
に
定
め
ら
れ
た
り
と
。
△

先
年
末
風
邪
に
罹
ら
れ
て
よ
り
兎
角
健
康
勝
れ
ず
、
引
籠
り
居
ら
れ
た
る
古
宇

田
〔
実
〕
教
授
は
、
一
時
鎌
倉
に
韓
地
療
養
せ
ら
れ
た
る
が
、
漸
次
快
癒
し
、

四
月
の
新
學
期
よ
り
登
校
せ
ら
る
。
△
教
授
岩
村
透
氏
は
、
四
月
中
旬
本
郷
龍

岡
町
二
十
七
番
地
（
電
話
下
――-
、
七
九
三
番
）
に
轄
居
せ
ら
れ
た
り
。
△
櫻
岡

〔
三
四
郎
〕
教
授
は
三
月
末
そ
の
質
兄
を
喪
は
れ
た
り
と
い
ふ
。
痛
惜
察
す
る

に
餘
り
あ
り
。
△
波
根
〔
義
三
〕
助
教
授
は
二
月
末
よ
り
窒
扶
斯
に
か
4

り、

赤
十
字
病
院
に
入
院
し
、
一
時
は
危
険
の
噂
さ
あ
り
し
が
、
幸
に
漸
次
快
方
に

向
は
れ
た
り
と
い
ふ
。
△
和
田
〔
英
作
〕
数
授
も
先
頃
皮
附
の
病
の
た
め
入
院
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0
高
村
教
授
の
陸
等
数
授
高
村
光
雲
氏
は
、
四
月
二
十
七
日
、
高
等
官
二
等

（
勅
任
）
に
陸
叙
せ
ら
れ
た
り
。

0
千
頭
助
教
授
の
應
召
助
教
授
千
頭
庸
哉
氏
は
勤
務
演
習
の
た
め
、
五
月
一

日
よ
り
二
週
間
召
集
せ
ら
れ
た
り
。

0
岡
田
教
授
の
叙
位

た
り
。

〔
矢
〕

〇
屈
の
拝
命
本
年
金
工
科
卒
業
の
紳
谷
数
親
氏
は
、
五
月
三
十
一
日
本
校
扁

を
命
せ
ら
れ
、
金
工
科
兼
工
藝
化
學
助
手
を
命
ぜ
ら
れ
た
り
。

〇
職
員
諸
氏
波
根
〔
義
三
〕
助
教
授
は
病
氣
全
快
せ
ら
れ
五
月
二
十
日
よ
り

出
勤
せ
ら
る
△
磯
野
〔
富
之
助
〕
書
記
は
五
月
十
日
令
閏
を
喪
は
れ
た
り
。
悲

痛
察
せ
ら
る
。
△
島
田
〔
佳
突
〕
教
授
は
此
程
よ
り
住
宅
の
新
築
に
取
掛
ら

れ
、
七
月
頃
に
は
竣
成
せ
ら
る
べ
し
と
。

△
白
濱
〔
徴
〕
赦
授
は
先
頃
小
石
川

謳
丸
山
町
五
番
地
に
邸
宅
を
求
め
、
移
轄
せ
ら
れ
た
り
。
△
岩
村
〔
透
〕
教
授

は
相
州
三
崎
に
地
を
卜
し
、
目
下
別
堅
の
建
築
中
に
し
て
、
本
郷
龍
岡
町
の
本

邸
新
築
工
事
も
大
に
捗
り
た
り
と
い
ふ
。

東
京
美
術
學
校
近
事
〔
十
―
|
-
。
T
•

一
・

九
・

ニ
九
〕

0
教
授
諸
氏
の
叙
位
と
叙
勲
教
授
高
村
光
雲
氏
は
、
六
月
二
十
一
日
正
五
位

に
叙
せ
ら
れ
、
教
授
大
澤
三
之
助
氏
は
、
六
月
廿
七
日
勲
五
等
に
叙
せ
ら
れ
、

赦
授
岡
田
秀
氏
は
、
五
月
二
十
日
従
七
位
に
叙
せ
ら
れ

東
京
美
術
學
校
近
事
〔
―
〇
|
九
。

M
•
四
五
・

六
・

ニ
九
〕

せ
ら
れ
し
が
、
幾
も
な
く
快
癒
退
院
せ
ら
れ
た
り
。

赦
授
白
井
保
次
郎
氏
は
、
同
日
勲
六
等
に
叙
せ
ら
れ
た
り
。

〇
職
員
諸
氏
の
出
張
数
授
櫻
岡
一
二
四
郎
氏
は
、
錨
造
物
及
銹
造
上
に
闊
し
、

貫
地
調
査
の
た
め
、
朝
鮮
へ
出
張
を
命
ぜ
ら
れ
、
七
月
三
十
一
日
出
痰
し
て
九

月
十
一
日
蹄
京
せ
ら
れ
、
雇
小
場
恒
吉
氏
も
ま
た
九
月
十
二
日
付
に
て
學
術
研

究
の
た
め
、
六
十
日
間
を
以
て
朝
鮮
へ
出
張
を
命
ぜ
ら
れ
、
同
月
十
七
日
出
焚

の
筈
。
助
赦
授
中
村
勝
治
郎
、
玉
田
文
作
、
嘘
託
闊
保
之
助
、
雇
藤
岡
福
三
郎

の
四
氏
は
、
九
月
二
十
日
よ
り
各
卒
業
期
生
徒
の
修
學
旅
行
の
た
め
、
八
月
二

十
三
日
付
を
以
て
、
京
都
府
及
滋
賀
、
奈
一
艮
、
和
歌
山
の
三
縣
下
へ

出
張
を
命

ぜ
ら
れ
た
り
。

〇
畑
氏
の
拝
命
畑
正
吉
氏
は
九
月
十
日
付
本
校
雇
を
命
ぜ
ら
れ
、
彫
刻
科
木

彫
部
助
手
を
命
ぜ
ら
れ
た
り
。

〇
職
員
中
の
美
術
審
査
委
員
本
校
教
授
中
黒
田
清
輝
、

岩
村
透
、
高

村

光

雲
、
石
川
光
明
、
竹
内
久
一

、
久
米
桂
一
郎
、
岡
田
一
＿
一
郎
助
、
和
田
英
作
、
寺

崎
廣
業
、
白
井
保
次
郎
、
小
堀
靭
昔
の
諸
氏
は
、
第
六
回
美
術
展
覧
會
開
設
に

付
、
美
術
審
査
委
員
會
委
員
を
仰
付
け
ら
れ
、
高
村
光
雲
氏
は
第
一
一
一
部
主
任

を
、
小
堀
鞘
音
氏
は
第
一
部
第
一
科
員
を
、
寺
崎
廣
業
氏
は
第
一
部
第
二
科
員

を
、
黒
田
、
岩
村
、
久
米
、
岡
田
、
和
田
の
五
氏
は
、
第
二
部
員
を
、
高
村
、

石
川、

竹
内
、
白
井
の
四
氏
は
、
第
一
一
一
部
員
を
執
れ
も
六
月
二
十

一
日
付
を
以

て
命
ぜ
ら
れ
た
り
。

0
大
喪
中
の
心
得
と
奉
悼
本
校
に
て
は
在
京
者
へ
夫
々
通
知
を
稜
し
、
大
正

元
年
八
月
二
日
午
前
九
時
二
十
分
よ
り
、
本
校
職
員
生
徒
一
同
を
講
堂
に
集

め
、
大
喪
に
開
し
正
木
學
校
長
よ
り
訓
諭
す
る
所
あ
り
。
営
日
講
堂
の
正
面
に

は
、
御
慎
影
を
掲
げ
奉
り
、
一
同
の
集
合
す
る
や
、
先
づ
最
敬
證
を
な
し
、
次

に
正
木
學
校
長
は
、
側
ら
の
壇
上
に
立
た
れ
、
中
心
の
悲
哀
禁
へ
が
た
き
も
の
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4
如
く
、
折
々
眼
を
し
ば
た
4
き
て
職
員
生
徒
一
同
誠
心
誠
意
追
悼
し
奉
る
旨

を
述
べ

、
尋
で
聖
徳
の
廣
大
無
邊
に
し
て
、
明
治
の
大
業
を
就
し
給
ひ
し
こ

と
、
並
に
民
衆
を
愛
育
あ
ら
せ
ら
れ
し
大
御
心
の
深
厚
な
り
し
こ
と
、
及
政

務
に
御
精
動
あ
ら
せ
ら
れ
し
事
ど
も
を
説
か
れ
た
る
後
、
大
喪
中
に
於
て
は
本

校
職
員
生
徒
は
誠
意
謹
憤
し
、
華
美
を
避
け
言
行
を
戒
む
べ
き
事
等
に
つ
き
、

懇
々
訓
諭
せ
ら
る
4
所
あ
り
、

一
同
首
を
垂
れ
て
敬
聴
し
、
静
粛
人
な
き
が
如

し
。
十
時
半
頃
退
散
せ
り
。

0
大
喪
に
閥
す
る
逹
と
掲
示
文
部
省
よ
り
大
正
元
年
七
月
三
十
一
日
付
を
以

て
左
の
通
り
逹
せ
ら
れ
た
り。

大
喪
に
付
臣
民
の
喪
期
間
生
徒
を
し
て
左
の
通
心
得
し
む
べ
し

一
謹
憤
静
粛
を
旨
と
し
御
哀
悼
の
誠
意
を
致
さ
し
む
べ

し

一
服
装
、
其
他
の
装
飾
は
目
立
つ
も
の
を
避
け
し
む
べ
し

一
娯
楽
の
為
に
す
る
催
は
之
を
遠
慮
せ
し
む
べ
し

以
上
の
逹
と
其
他
の
通
知
と
に
よ
り
、
本
校
に
て
は
更
ら
に
左
の
ニ
ヶ
條
を
追

加
し
て
掲
示
せ
ら
れ
た
り
。

一
制
服
着
用
の
場
合
は
左
腕
に
黒
布
を
纏
ふ
べ
し

一
和
服
着
用
の
場
合
は
衣
服
の
左
胸
に
蝶
形
結
の
黒
布
を
付
す
べ
し

〇
職
員
諸
氏
の
講
習
會
出
張
本
年
夏
季
休
業
中
白
濱
〔
徴
〕
数
授
は
、
富
山

縣
及
岡
山
縣
数
育
會
主
催
の
圏
聾
教
授
法
講
習
會
へ

、
島
田

〔
佳
突
〕
数
授
は

例
年
の
如
く
、
山
形
及
秋
田
縣
主
催
の
園
案
講
習
會
へ

、
石
井
〔
吉
次
郎
〕
助

赦
授
は
鹿
兒
島
縣
主
催
の
漆
工
講
習
會
へ

、
坂
口
〔
純
〕

助
赦
授
も
、
同
縣
主

催
の
金
工
諧
習
會
へ

、
何
れ
も
諧
師
と
し
て
出
張
せ
ら
れ
た
り
。

0
特
待
生
の
選
定
學
業
品
行
優
等
に
依
り
、
本
年
九
月
よ
り
一
學
年
間
特
待

生
に
選
定
せ
ら
れ
、
授
業
料
を
免
ぜ
ら
れ
る
べ
き
も
の
は
、
七
月
十
五
日
付
に

狩

野

守

久

（

日

二

）

篠

田
十

一
郎
（
日
四
）

中
村
蒲
藤
治
（
西
二
）
酒
井
榮
之
（
西
四
）

雨
田
外
次
郎
（
彫
一
）
堀
義
二
（
彫
四
）

林

威

三

（

圏

一

）

浅

野

廉

（

圏

二

）

町
川
惣
太
郎
（
金
一
）
磯
野
一
＿
一
郎
（
金
四
）

〔
市
〕

石
崎
誠
二
（
漆
一
―
-）

五

十
嵐
三
次
（
漆
三
）
林
健
一
（
彫
三
）

〇
精
勤
者
昨
年
九
月
よ
り
以
後
、
學
業
精
動
に
よ
り
、
七
月
十
五
日
付
に
て

精
勤
賞
状
を
授
興
せ
ら
れ
た
る
は
左
の
諸
氏
な
り
と
す
。

内
田
他
治

郎

（

日

鈴

木

六

三

郎

（

日

撰

四
）

白

常

齢

（

西

撰

四
）

黒
田
豊
治
（
彫
撰
一
）

志
摩
鶴
二
（
彫
撰
四
）

石
崎
誠
二
（
漆
三
）

溝
淵
好
三
郎
（
漆
撰
四
）

（
西
撰
一
）

高
木
菊
太
郎
（
彫
撰
一
）

長
塚
廣
造
（
彫
撰
一
）

前

田

宜

（

金

撰

一）

五
十
嵐
三
次
（
漆
三
）

岩
城
禰
一
（
漆
撰
四
）

東
京
美
術
學
校
近
事
〔
十
一
ー
ニ
。
T
.
-
．
十
一

・
ニ
ニ
〕

〔
マ
マ
〕

0
柴
助
赦
授
の
休
職
と
留
學
本
校
助
数
授
柴
一
雄
氏
氏
は
、
去
十
月
四
日
休

職
を
命
ぜ
ら
れ
、
願
酒
の
上
に
て
向
三
年
間
を
期
し
て
、
窯
員
に
開
す
る
化
學

と
｛鳥
箕
技
術
に
就
き
て
、
私
黄
を
以
て
海
外

へ
留
學
す
る
こ
と
4

な
り
、
同
月

二
十
六
日
紳
戸
よ
り
乗
船
渡
歌
の
途
に
上
ら
れ
た
り
。
聞
く
所
に
よ
れ
ば
、
同

氏
は
農
商
務
省
の
海
外
宜
業
練
習
生
に
選
抜
せ
ら
れ
た
り
と
い
ふ
。

河
井

隆

四）

虎
雄
（
西
四
）

谷
本
清
太
郎
（
彫
四
）

安
藤
喜
八
郎
（
闘
三
）

牧
野

て
登
表
せ
ら
れ
た
り
。
即
ち
左
の
諸
氏
な
り
。

洩
巣

善
蔵

（
日
一
）

内
田
他
治
郎
（
日
四
）
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0
本
校
設
置
紀
念
式
の
見
合
せ

十
月
四
日
は
本
校
設
置
紀
念
日
に
相
常
す
る

を
以
て
、
毎
年
其
式
を
畢
行
し
た
り
し
が
、
本
年
は
本
校
玄
闊
に
隔
す
る
一
棟

の
建
物
改
築
中
に
て
、
工
事
の
都
合
上
に
て
式
を
拳
ぐ
る
能
は
ざ
る
を
以
て
、

本
年
に
限
り
て
見
合
す
こ
と
4
な
れ
り
。

夏

目

貞

＿艮
同

田

島

編

彦

駒
田

科
牙
彫
郡

桝
澤
江 山
田

西
洋
甕
撰
科

隆

憲

骰

智

開

新
（
内
三
人
は
支
那
人
及
朝
鮮
人
）

彫
刻
撰
科
塑
造
部

〔
次
〕

浦

高

橋

仲

治

科
木
彫
部

同

濱
治

〔
卯
〕

植
田
作
右
衛
門

金

鑽
永

〇
卒
業
期
の
修
學
旅
行
卒
業
期
の
修
學
旅
行
は
例
の
通
り
去
る
九
月
に
於
て

施
行
さ
れ
た
り
。
従
来
は
九
月
十

―
二
日
の
頃
よ
り
な
れ
ど
、
本
年
は
御
大
喪

に
際
し
た
る
を
以
て
、
同
月
二
十
日
東
京
を
出
登
し
て
先
づ
奈
艮
縣
に
至
り
、

次
に
和
歌
山
縣
下
の
高
野
山
に
赴
き
、
京
都
近
傍
及
滋
賀
縣
の
三
井
寺
附
近
の

古
祉
寺
古
美
術
を
研
究
し
て
、
十
月
十
日
蹄
京
せ
り
。
指
導
赦
官
は
前
琥
に
記

す
所
の
如
し
。

〇
師
範
科
生
徒
の
修
學
旅
行
圏
聾
師
範
科
―
―
一
年
生
十
七
名
は
往
復
九
日
間
を

以
て
、
京
都
府
、、
大
坂
府
、
奈
瓦
縣
、
三
重
縣
へ
向
ひ
修
學
旅
行
と
し
て
、

十
月
二
十
六
日
東
京
を
出
焚
し
た
り
。

〇
撰
科
生
の
入
學
例
年
各
科
の
都
合
に
よ
り
て
募
集
せ
ら
る
4
本
校
撰
科
生

は
、
九
月
二
十
五
日
、
左
の
如
く
入
學
を
許
さ
れ
た
り
。

0
本
校
新
築
の
進
捗
本
校
新
築
校
舎
正
面
玄
闊
の
一
棟
は
、
今
夏
の
首
め
よ

〔
マ
マ

〕

り
新
築
に
著
手
中
な
る
が
、
家
根
及
外
部
等
の
工
事
は
、
最
早
大
略
竣
成
に
近

づ
き
、
目
下
内
部
の
工
事
に
著
手
中
な
る
が
、
可
成
本
年
中
に
竣
成
せ
し
む
る

目
的
に
て
、
営
事
者
は
頻
り
に
督
動
し
つ

4
あ
り
。
又
裏
門
内
の
慮
に
建
て
ら

る
べ
き
一
棟
も
十
月
よ
り
工
事
に
著
手
し
、
目
下
頻
り
に
土
棗
の
築
造
中
な
る

が
、
聞
く
所
に
よ
れ
ば
、
こ
は
将
来
建
築
装
飾
科
の
建
物
に
充
用
せ
ら
る
べ
し

と
い
ふ
。

0
本
年
秋
期
の
修
學
旅
行
本
年
秋
期
の
修
學
旅
行
は
、
大
喪
期
中
に
局
す
る

を
以
て
、
非
畢
行
説
等
も
あ
り
た
れ
ど
も
、
結
局
其
旨
を
守
り
且
可
成
各
科
の

學
業
に
適
切
な
る
方
法
を
取
り
、
各
科
各
別
に
赦
官
指
導
の
下
に
於
て
各
地
方

に
旅
行
す
る
こ
と
に
決
し
、
十

一
月
十
九
日
よ
り
一
ー
一
日
間
を
以
て
施
行
せ
ら
れ

た
り
。
即
ち
日
本
霊
科
は
箱
根
地
方
の
名
所
菩
蹟
を
探
り
、
西
洋
聾
科
（
十
八

日
夜
出
焚
）
は
、
甲
州
身
延
山
よ
り
、
富
士
川
を
下
り
岩
淵
へ
出
で
て
蹄
京

し
、
彫
刻
科
は
甲
州
盤
山
地
方
の
風
光
を
見
、
古
寺
を
訪
ひ
て
御
嶽

山

に
赴

き
、
圏
案
科
は
日
光
地
方
の
建
築
と
風
光
を
探
る
べ
く
、
金
工
科
は
静
岡
縣
沼

津
地
方
を
探
勝
し
、
三
島
神
祉
の
賓
物
を
拝
観
し
て
奮
趾
を
豆
州
に
尋
ね
、
修

〔
ぴ
〕

善
寺
に
至
り
、
錨
造
科
は
房
州
に
至
り
て
清
澄
山
及
び
小
湊
の
誕
生
寺
を
訪

ひ
、
漆
工
科
(
+
八
日
夜
稜
足
）
は
一輻
島
縣
若
松
に
赴
き
て
漆
器
製
造
の
状
況

を
視
察
し
、
師
範
科
は
熱
海
よ
り
三
島
に
至
り
、
各
廿
一
日
を
以
て
蹄
京
せ

り。

〔
ご

〕

〔

マ
マ

〕

0
正
木
學
校
長
の
昇
叙
十
一
月
二
十
日
。
正
木
學
校
長
は
。
従
四
位
に
昇
叙

せ
ら
れ
た
り
。

東
京
美
術
學
校
近
事
〔
十
一
ー
三
。

T
.
-
．
十
ニ

・
一
五
〕
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蒔
箱
手
袋
箱
岡
案

色
蒔
縮
葉
巻
入
圏
案

陶
製
菓
子
盛
器
闘
案

銅

牌

西

洋

食

器

圏

案

蒔
箱
莫
用
器
圏
案

色
蒔
箱
手
袋
箱
圏
案

蒔
給
巻
莫
入
岡
案

東
京
美
術
學
校
近
事
〔
十
一
ー
四
。
T
．
ニ

・
一
・
一
四
〕

〇
閥
野
小
場
雨
氏
の
蹄
京
寝
託
闊
野
貞
氏
と
共
に
、
朝
鮮
古
墳
内
の
装
飾
甕

〔大
正
元
年
〕

取
調
並
び
に
摸
窯
の
た
め
に
赴
か
れ
し
小
場
〔
恒
吉
〕
助
手
は
、
客
年
十
二
月

七
日
蹄
京
せ
ら
れ
、
開
野
氏
は
同
月
十
五
日
蹄
京
せ
ら
れ
た
り
。

〔大
正
元
年
〕

0
石
田
〔
英
一
〕
助
赦
授
の
解
除
去
年
十
月
下
旬
勤
務
演
習
の
た
め
召
集
せ

ら
れ
し
同
氏
は
、
十

一
月
十
四
日
を
以
て
、
召
集
を
解
除
せ
ら
れ
た
り
。

0
岩
村
〔
透
〕
赦
授
外
三
氏
の
陸
等
〔
向
匹
彗
一
月
十
四
日
付
を
以
て
岩
村
数

同 同

浅
野
飯
野
伊
藤

員
伍豊

石
川
東
京

京
京

、
0
三
野

雅
堂廉

東
京
群
馬

藤
村
喜
四
郎

前
田
健
次
郎

0
伊
井
禰
之
助

0
本
校
岡
案
科
卒
業
生
生
徒
の
受
賞
先
頃
よ
り
農
商
務
省
商
品
陳
列
館
に
て

開
催
中
な
る
第
六
回
商
品
改
艮
會
に
於
て
、
十

一
月
十
九
日
稜
表
せ
ら
れ
た
る

各
種
圏
案
の
受
賞
者
中
、
本
校
圏
案
科
の
卒
業
生
、
生
徒
諸
氏
に
し
て
、
賞
選

に
入
り
た
る
も
の
左
の
如
し
。

(
0
印
卒
業
生
）

金

牌

日
本
各
時
代
意
匠

應
用
陶
器
皿
園
案

銀

牌

京
都

0
加
藤

卓
爾

授
は
高
等
官
三
等
に
、
白
山

〔松
哉
〕
教
授
、
寺
崎
〔
広
業
〕
数
授
、
古
宇
田

〔実
〕
赦
授
は
、
各
高
等
官
四
等
に
陸
叙
せ
ら
れ
た
り
。

0
岡
田
隅
託
の
名
魯
本
校
暖
託
の
エ
學
士
岡
田
信

一
郎
氏
は
、
大
阪
公
會
堂

〔大
正
元
年
〕

の
設
計
案
競
技
員
十
五
名
の
中
に
撰
ば
れ
、
昨
夏
来
設
計
中
な
り
し
が
、
去
る

十
一
月
二
十
九
日
審
査
成
績
を
稜
表
せ
ら
れ
た
る
結
果
に
よ
れ
ば
、
同
氏
は
一

等
嘗
選
者
と
し
て
、
金
三
千
園
を
阻
典
せ
ら
れ
た
り
。

〇
闘
壷
師
範
科
規
定
中
の
改
正
也
騰
十
二
月
十
八
日
付
を
以
て
、
明
治
四
十

年
稜
布
の
文
部
省
令
第
十
八
琥
本
校
岡
盟
師
範
科
規
定
中
左
の
通
り
改
正
せ
ら

れ
た
り
。

第
四
條
第
一
項
中
「
地
方
長
官
」
ヲ
「
営
該
學
校
長
」
二

、
同
條
第
二
項
中

「地
方
長
官
」
ヲ
「
學
校
長
」
二
改
ム
。

本
令
ハ
公
布
ノ
日
ョ
リ
之
ヲ
施
行
ス
。

如
上
改
正
の
要
旨
は
、
従
来
師
範
科
生
徒
志
願
者
は
、
地
方
長
官
即
ち
道
鹿
府

縣
知
事
よ
り
推
薦
し
来
り
た
れ
ど
も
、
今
回
之
れ
を
被
推
薦
者
の
出
身
學
校
長

よ
り
直
接
本
校
へ
推
薦
す
る
こ
と
4

な
り
た
る
も
の
に
し
て
、
此
改
正
に
伴
ひ

て
、
本
校
規
則
中
に
掲
記
せ
る
同
科
規
程
も
ま
た
従
ひ
て
改
正
せ
ら
れ
た
り
。

①

東
京
工
芸
図
案
競
技
会

明
治
四
十
四
年
末
、
東
京
府
は
工
芸
の
発
展
を
推
進
す
る
計
画
を
打
ち
出

す
。
―
つ
は
、
第
二
回
勧
業
展
覧
会
に
一
万
円
の
補
助
金
を
決
め
来
年
度
予
算

に
計
上
し
た
こ
と
。
も
う
―
つ
は
、
工
芸
意
匠
家
奨
励
の
図
案
競
技
会
を
翌
年

二
月
一

、
二
日
に
開
く
こ
と
に
し
、
そ
の
出
品
規
則
を
発
表
し
た
こ
と
で
あ
．

る。

関

連

事

項
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